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所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

１
．給
与
所
得
者
が
あ
る
方
の
う
ち
、

　  

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

②�

給
与
を
1
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、他

の
所
得
金
額（
給
与
所
得
、退
職
所
得

を
除
く
）の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
方

③�

給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
収
入

と
他
の
所
得
金
額（
給
与
所
得
、退
職

所
得
を
除
く
）と
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方

２
．公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
方

　�

公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万
円

を
超
え
る
方

１
．及
び
２
．以
外
の
方

　�

所
得
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
を
差
引

い
た
金
額
よ
り
求
め
た
所
得
税
額
が
配
当

控
除
の
額
を
超
え
る
方

※�

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
、公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
方
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
必
要
が
な
い
方
で
も
、給
与
所
得

ま
た
は
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
の
記
載

事
項
以
外
に
各
種
控
除（
医
療
費
控
除
や
寄

附
金
控
除
、住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
）を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
所
得
税
の
還

付
申
告
が
で
き
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

◇ 

平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、南
砺
市

に
お
住
ま
い
で
次
に
該
当
す
る
方

１
．�平
成
29
年
中
に
所
得
が
あ
り
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

事
業（
営
業
等
・
農
業
）、不
動
産
、公

的
年
金
等
以
外
の
雑
所
得
、配
当
、一

時
ま
た
は
譲
渡
等
の
所
得
が
あ
っ
た
方

②�

給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
受

給
者
で
、次
に
該
当
す
る
方

・�

給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得

が
あ
っ
た
方

・�

給
与
ま
た
は
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み

で
、源
泉
徴
収
票
の
記
載
事
項
以
外
に

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

・�

勤
務
先（
給
与
の
支
払
者
）か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方

２
．�平
成
29
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
、ま

た
は
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
等
の
非
課
税

収
入
の
み
の
方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
ど
な
た
に
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方

②
市
外
居
住
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

所
得
証
明
の
発
行
、国
民
健
康
保
険

や
各
種
手
当
の
算
定
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
●
住
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方�

　

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

◇�

平
成
29
年
中
に
給
与
ま
た
は
公
的
年

金
等
以
外
に
所
得
の
な
い
方
で
、源
泉

徴
収
票
の
記
載
事
項
以
外
の
所
得
控

除
を
受
け
な
い
方

申
告
相
談
会
場
に
持
っ
て
く
る
も
の

◇�

市
や
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告

書
用
紙（
※
）ま
た
は
ハ
ガ
キ（
平
成
29

年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
）

　
※�

前
回
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
市
の
相
談
会

場
で
行
っ
た
方
は
、申
告
書
用
紙
に
か
わ
っ
て

ハ
ガ
キ
が
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

◇�

事
業（
営
業
等
・
農
業
）お
よ
び
不
動
産

所
得
の
あ
る
方
は
、作
成
済
み
の
収
支

内
訳
書
、領
収
書
な
ど
関
係
書
類

◇�

給
与
所
得
・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票（
原
本
）

◇�

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の
控
除

証
明
書

◇�

国
民
年
金
保
険
料
等
控
除
証
明
書
、

社
会
保
険
関
係
領
収
書（
健
康
保
険

等
の
支
払
額
が
わ
か
る
も
の
）

◇�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
金
額
及
び
保
険
金
等

補
て
ん
金
額
が
わ
か
る
明
細
表（
人
ま
た

は
病
院
ご
と
に
集
計
し
て
来
て
く
だ
さ

い
。）ま
た
は
領
収
書
等

◇�

印
鑑（
新
規
で
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
方
は
金
融
機
関
届
出
印
）

◇�

個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書
な
ど

平
成
29
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
、

平
成
30
年
度
市・県
民
税
申
告
が
始
ま
り
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
、市・県
民
税
の
申
告
相
談・受
付
期
間
は
、

�

2
月
15
日（
木
）～
3
月
15
日（
木
）で
す
。

市
内
8
会
場
で
4・5
ペ
ー
ジ
の
日
程
で
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
業
の
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
の
明
細
書
は
、

�

作
成
し
て
申
告
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
収
支
内
訳
書
な
ど
各
種
様
式
は
税
務
課
ま
た
は
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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○
お
願
い�

　

今
回
か
ら
、城
端
・
井
波
・
福
野
・
福
光
の

４
会
場
で
受
け
付
け
る
所
得
税
の
確
定
申
告

書
は
、e-T

A
X

に
よ
る
電
子
申
告
と
な
り
ま

す
。申
告
の
際
に
は
電
子
申
告
に
係
る
「
利

用
者
識
別
番
号
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。「
利

用
者
識
別
番
号
」は
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
平
成
29
年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

ま
た
は「
識
別
番
号
の
通
知
書
」に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、届
い
た
方
は
必
ず
お
持
ち
下

さ
い
。

※�「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」や「
識
別
番
号
通
知
」

が
届
い
て
な
い
場
合
は
、別
途
会
場
で
新
規
に
番

号
を
付
番
し
ま
す

○
次
の
方
の
申
告
相
談
は
税
務
署
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。�

◇�

土
地
家
屋
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
の
あ

る
方

◇�

平
成
29
年
中
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
、購

入
、増
改
築
し
た
方
で
、住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方

◇�

上
場
株
式
な
ど
に
係
る
譲
渡
損
失
の
損

益
通
算
、繰
越
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
る
方

◇
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方

◇
そ
の
他
、特
殊
な
事
情
が
あ
る
方

問
い
合
わ
せ

　

　砺
波
税
務
署�

☎
㉝
1
0
7
3（
代
表
）

　税
務
課（
井
波
庁
舎
）�

☎
�
2
0
0
5

　砺
波
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
書
等
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
お
願
い

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】

○�
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
書

や
各
種
申
請
書
、届
出
書
提

出
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
と
本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知

カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
な
ど
）

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
。

○�

申
告
書
な
ど
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
は
、申
告
者
ご
本
人
の

ほ
か
、控
除
対
象
配
偶
者
、扶

養
親
族
お
よ
び
事
業
専
従
者

な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必
要

で
す
。

○�

国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
詳
し
い
情
報
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.

go.jp

）の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ

る「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」を
ク
リ
ッ
ク

し
て
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
へ

【
医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
添
付
が

�

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！
】

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
の
領
収
書
の
提
出
の
か
わ
り
に

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※�

明
細
書
に
記
載
の
医
療
費
の
領
収
書
は

自
宅
で
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す（
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き

は
、提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。）。

※�

医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医

療
費
通
知
を
添
付
す
る
と
、明
細
書
の

記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。「
医
療
費
通

知
」と
は
、医
療
保
険
者
が
発
行
す
る

医
療
費
の
額
等
を
通
知
す
る
書
類
で
、

所
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
い

い
ま
す
。な
お
、国
民
健
康
保
険
と
後

期
高
齢
医
療
保
険
の
医
療
費
通
知
は

今
回
の
申
告
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※�

平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、医
療
費
の

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
：	

月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

（
注
）�混
雑
状
況
に
よ
り
、午
後
4
時
前
で
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ご
自
身
で
作
成
さ
れ
た
還
付
申
告
書
の
提
出
は
1
月
か
ら
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

国
税
庁
Ｈ
Ｐ「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
ご
利
用
を
！

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：

//w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用

す
る
と
、自
宅
等
に
お
い
て
確
定

申
告
書
等
が
作
成
で
き
、印
刷
し

て
提
出
で
き
ま
す
。ま
た
、作
成
し

た
デ
ー
タ
をe-T

A
X

で
電
子
送

信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
…

●
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

　�

事
前
準
備
、送
信
方
法
、エ
ラ
ー
解
消
な
ど
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
使
い
方
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

 e-T
ax

・作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
☎0570

－01

－5901

　（
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
）

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
場
合
の
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
設
定
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎0120

－95

－0178

　
月
～
金
曜
日	

午
前
9
時
30
分
～
午
後
8
時

　
土
日
祝
日	

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

●
右
記
以
外
に
つ
い
て

　�

申
告
書
の
作
成
な
ど
に
当
た
っ
て
ご
不
明
な
点
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

 

砺
波
税
務
署

　
☎
㉝
1
0
7
3

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

�

２
月
16
日
㈮
か
ら
！

3
月
15
日（
木
）

 

ま
で
開
設
！
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受付時間

午前9時～正午
午後1時～4時

平成29年分 確定申告　日程表（全地域）
月日 曜日 福野庁舎�

２階講堂
福光庁舎別館�
３階大ホール

井波総合文化センター・
エイトホール

城端庁舎�
２階和室

井口行政センター
１階相談室

利賀行政センター
１階相談室

平保健センター
１階保健指導室

上平行政センター
１階会議室

２８日 水【東部地区】
苗島・焼野
福野軸屋
野新

【東太美地区】
大西・土生
【山田地区】
竹林

【南山見地区】
谷・戸板
里領・川原崎
沖・南山見新

野田 祖山・杉尾
渡原・大崩島
寿川・入谷
東中江・下出
高草嶺・夏焼

３月１日 木【高瀬地区】
三清西・森清
安清・江田
雨潜・野原

【山田地区】
山田・赤坂
出村・縄蔵
天池・吉江野
大塚・梅野

【山野地区】
坪野東部
坪野中部
坪野西部
野能原

金戸 下梨

２日 金【南部地区】
広安
寺家

【吉江地区】
田中・一日市
下野・小林
高宮

【山野地区】
山斐・岩屋

盛新
中尾
打尾

上松尾
小来栖・来栖
中畑・相倉
上梨・田向

５日 月【南部地区】
石田
八塚

【吉江地区】
荒木
荒木町

【山野地区】
飛騨屋
井波軸屋
清水明

大谷島
大鋸屋

見座・大島
篭渡

６日 火【南部地区】
田屋
院林

【吉江地区】
角田町・角田
吉江中
遊部

休館日のため
休み

瀬戸
林道 平地域全域

７日 水【西部地区】
布袋・森
三ツ屋
桐木・前田

【北山田地区】
宗守・鍛治
徳成・利波河
東殿・高畠
神成・久戸

【山野地区】
安室
高屋
専勝寺

理休 成出・楮
真木・東赤尾
新屋・田下
菅沼

８日 木【西部地区】
晩田
梅ヶ島
新邸

【北山田地区】
在房
梅原

【高瀬地区】
神子畑
勧学院
大宮司

北野 上平細島
小原・猪谷
皆葎・葎島

９日 金【西部地区】
下吉江
田尻

【太美山地区】【高瀬地区】
愛農・信農
三清東

吉松
長楽寺

小瀬・漆谷
下島・西赤
尾町

１２日 月【安居地区】
上川崎・安居
七村滝寺

【南蟹谷地区】 南砺市
全地区

泉沢
次郎丸

上平地域
全域

１３日 火

南砺市
全地区

南砺市
全地区

休館日のため
休み

南砺市
全地区

上平地域
全域

１４日 水
南砺市
全地区１５日 木

【ご注意ください】
※�その年分の公的年金などの収入金額が400�万円以下で､公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下の方であって
も、次に該当する方は、市・県民税の申告が必要な場合があります。
　①各種控除の適用を追加したい方など　②公的年金など以外の所得がある方
※申告相談は、どの会場でも出来ますが、混雑を避けるため、なるべく地区指定日の会場で申告してください。
※受付時間は午前9時～正午､午後1時～4時までです。
　また､土・日・祝日の受付は行いませんのでご注意ください。
　�2月9日(金)､13日(火)､14日(水)にかけて福野庁舎2階講堂､福光庁舎別館3階､井波総合文化センター（13日は休館日）、および
城端庁舎2階和室において給与･年金所得者の還付申告者の申告を受け付けます。
※期間中の火曜日(2月13､20､27日､3月6､13日)には､福野庁舎2階講堂会場のみ午後6時30分まで受付時間を延長します。
　午前中は大変混雑が予想されますので午後からのご利用をおすすめします。
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平成29年分 確定申告　日程表（全地域）
月日 曜日 福野庁舎�

２階講堂
福光庁舎別館�
３階大ホール

井波総合文化センター・
エイトホール

城端庁舎�
２階和室

井口行政センター
１階相談室

利賀行政センター
１階相談室

平保健センター
１階保健指導室

上平行政センター
１階会議室

２月９日 金

福野地域
（年金・給与
� のみの方）

福光地域
（年金・給与
� のみの方）

井波地域
（年金・給与
� のみの方）

城端地域
（年金・給与
� のみの方）

※井口、利賀、平および上平会場の申告相談受付は
　各会場５日間となります。

１３日 火 休館日のため
休み

１４日 水 井波地域
（年金・給与
� のみの方）

井口
上広安
池尻

１５日 木【中部地区】
御蔵町
上浦町
下浦町
四区町
松原本町

【福光地区】
東町
観音町
中央通り
寺町・旭町
神田町

八日町
上新町
中新町
下新町１区
下新町２区

出丸
東下
西下
西新田
西上
東上

宮後
久保
川上中

１６日 金【中部地区】
辰巳町
東横町
中横町
西横町
福野二日町

【福光地区】
西町
栄町

下新町３区
山下
今町１区
今町２区

大工町
東新田
新町
末広町
川島

池田
蛇喰
大野

１９日 月【中部地区】
上町・七ツ屋
南町
駅前通り
西新町
東新町

【福光地区】
荒町・中荒町
五宝町・本町
宮脇町
天神町

今町３区
今町４区
栄町
末広町

南町
野下
大宮野 井口地域

全域

２０日 火【北部地区】
野尻古村
野尻川原

【福光地区】
味噌屋町
川原町
東新町
福光新町
【広瀬舘地区】

休館日のため
休み

蓑谷
細野

井口地域
全域

２１日 水【北部地区】
本江
若竹町
上津
岩武新

【石黒地区】
川西・法林寺
中ノ江・八幡
和泉・松木

木崎野町
北新町
東町
北川

信末
西明
東西原 利賀中央地区

口山地区

２２日 木【北部地区】
柴田屋

【石黒地区】
岩木・岩安
【広瀬地区】
坂本・開発

六日町・松島
藤橋・三日町
畑方
山見町並
五領島
京願町

是安
栄町

百瀬地区

２３日 金【北部地区】
二日町・高儀
長源寺
川除新

【広瀬地区】
天神・竹内
小山・山本

上山見
下山見

大窪
細木 上利賀地区

２６日 月【東部地区】
高堀・上野
野尻野

【西太美地区】【南山見地区】
院瀬見１区
～４区・東城
寺・清玄寺・
連代寺・志
観寺

上見・上原・
西原・南原・
京塚・塔尾 利賀地域

全域

２７日 火【東部地区】
松原・年代
百町

【東太美地区】
土生新・殿 休館日のため

休み
千福
野口
国広

利賀地域
全域
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五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
は
北
陸
唯
一

の
世
界
文
化
遺
産
で
、多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
南
砺
が
世
界
に
誇
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。そ
の
合
掌
造
り
集
落
で
年
間
を
通
じ
て

限
ら
れ
た
日
に
だ
け
行
わ
れ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
、幻
想
的
な
風
景
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
人
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、特
に
人
気
の
高
い
冬
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

世
界
遺
産「
白
川
郷
・
五
箇
山
の

合
掌
造
り
集
落
」

合
掌
造
り
家
屋
は
、他
の
地
域
に
は
見
ら

れ
な
い
五
箇
山
と
岐
阜
県
白
川
郷
に
だ
け

存
在
す
る
民
家
形
式
で
す
。も
と
も
と
そ

れ
ほ
ど
多
く
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

戦
後
の
経
済
発
展
と
生
活
の
近
代
化
の
中

で
急
激
に
そ
の
数
が
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
当
時

の
行
政
と
地
域
住
民
が
、比
較
的
保
存
状

態
が
良
好
で
あ
っ
た
相
倉
集
落
と
菅
沼
集

落
の
保
存
に
向
け
て
取
り
組
み
を
開
始
。

昭
和
45
年
に
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
を
受

け
て
以
来
、両
集
落
の
合
掌
造
り
家
屋
の

解
体
や
大
規
模
な
改
修
に
歯
止
め
が
か
か

り
、歴
史
的
な
集
落
環
境
の
保
護
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

両
集
落
は
そ
の
後
、平
成
6
年
に
重
要

伝
統
的
建
造
物
郡
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
、平
成
7
年
に
は
「
世
界
的
に
価
値
の
あ

る
貴
重
な
文
化
遺
産
」で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、岐
阜
県
白
川
村
の
荻
町
集
落
と
と

も
に
「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集

落
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
文
化
財
の「
保
存
」と

�

「
活
用
」に
つ
い
て

近
年
、文
化
財
の
活
用
が
地
域
や
観
光

の
振
興
、さ
ら
に
は
地
方
創
生
に
も
資
す
る

と
さ
れ
、そ
の
効
果
や
役
割
が
大
き
く
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。良
好
な
状
態
で
保
存
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、地
域
振
興
な
ど

へ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
で
、さ
ら

に
保
存
体
制
や
基
盤
が
整
備
さ
れ
、そ
れ
が

ま
た
新
た
な
活
用
に
つ
な
が
る
と
い
う
、い
わ

ば
「
保
存
」と
「
活
用
」の
双
方
が
相
乗
効

果
を
生
み
出
す
サ
イ
ク
ル
の
構
築
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

○
人
々
を
魅
了
す
る

�

合
掌
造
り
集
落
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
で
は
、早
く

か
ら
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
て
お
り
、
文
化
財
に
よ
る
地
域

振
興
へ
の
活
用
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
と

し
て
現
在
も

継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。近
年
で

は
、観
光
資
源

と
し
て
の
魅
力

向
上
を
図
る

べ
く
、
照
明
の

色
や
明
る
さ
、あ
て
方
な
ど
を
様
々
に
工
夫

し
、よ
り
魅
力
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
民
謡
保
存
団
体
に
よ
る
伝

統
の
五
箇
山
民
謡
の
披
露
、手
打
ち
そ
ば
や

岩
魚
の
塩
焼
き
と
い
っ
た
特
産
品
の
販
売
な

ど
、地
域
の
様
々
な
主
体
が
参
画
す
る
事
業

と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
は
、多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け

る
、世
界
に
誇
る

南
砺
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
確
固
た

る
地
位
を
確
立

し
て
い
ま
す
。こ

の
冬
、ぜ
ひ
足
を

お
運
び
に
な
り
、

昔
話
の
世
界
に

迷
い
込
ん
だ
か
の

よ
う
な
幻
想
的

な
世
界
を
体
感

さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
今
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

■ 

四
季
の
五
箇
山 

雪
あ
か
り 

世
界
遺
産

　
菅
沼
合
掌
造
り
集
落
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▽
日
時	

2
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

	

日
没
か
ら
午
後
8
時

▽
駐
車
場
ご
利
用
時
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
金

　
　
軽
・
普
通
車
1
，0
0
0
円
／
台

▽
五
箇
山
民
謡
披
露

　
　
午
後
5
時
45
分
、7
時
30
分
～

▽
問
い
合
わ
せ

　
　
四
季
の
五
箇
山
実
行
委
員
会

　
　（
五
箇
山
合
掌
の
里
）	

☎
�
3
3
0
0

■
世
界
遺
産
相
倉
合
掌
造
り
集
落

　
冬
季
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▽
日
時	

2
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

	

日
没
か
ら
午
後
9
時

▽
駐
車
場
ご
利
用
時
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
金

　
　
軽
・
普
通
車
5
0
0
円
／
台

　
　
※
バ
ス
は
要
事
前
予
約

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
　�（
公
財
）世
界
遺
産
相
倉
合
掌
造
り

集
落
保
存
財
団
　
☎
�
2
1
2
3

■ 

世
界
遺
産
五
箇
山
菅
沼
合
掌
造
り
集
落

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▽
日
時	

3
月
毎
週
金
・
土
曜
日

	

日
没
か
ら
午
後
8
時
ま
で

▽
駐
車
場
ご
利
用
時
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
金

　
　
軽
・
普
通
車
1
，0
0
0
円
／
台

　
　
大
型
バ
ス
5
，0
0
0
円
／
台

　
　
中
型
バ
ス
3
，0
0
0
円
／
台

　
　
※
バ
ス
は
要
事
前
予
約

▽
五
箇
山
民
謡
披
露

　
　
午
後
7
時
～（
荒
天
中
止
）

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
　
五
箇
山
総
合
案
内
所	

☎
�
2
4
6
8

輝
け
！ 

南
砺
ブ
ラ
ン
ド 

第
7
回

幻
想
的
な
日
本
の
原
風
景
を
体
感
し
よ
う
！

世
界
遺
産  

五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落  

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

問
い
合
わ
せ
　
文
化
・
世
界
遺
産
課

　☎

2
0
1
4
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【
総
合
戦
略
】

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
設
定
し
た
「
2
0
6
0
年
に

3
万
人
」
と
い
う
将
来
目
標
人
口
に
向
か
っ
て
取
り

組
む
事
業
を
ま
と
め
た
計
画
で
す
。計
画
期
間
は
5

年
間（
平
成
27
～
31
年
度
）で
、計
画
中
間
年
度
の

平
成
29
年
度
に
は
80
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産
官
学
金
労
及
び
市
民
等
で
構
成
す
る
「
南

砺
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
創
生
総
合
戦
略
推
進
委

員
会
」で
、年
度
ご
と
に
達
成
度
を
検
証
し
な
が

ら
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
成
果
を
挙
げ
て
い
る
総
合
戦
略
の
指
標
】

○
年
間
転
入
者
数（
10
月
1
日
～
翌
9
月
30
日
）

　
　
平
成
28
年
：
1
，0
6
1
人

　�

（
平
成
26
年
：
1
，0
4
0
人
）

　
総
合
戦
略
に
よ
る
移
住
・
定
住
に
対
す
る
支

援
制
度
の
取
組
み
強
化
の
結
果
、転
入
者
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
住
み
た
い
田
舎

ラ
ン
キ
ン
グ（
雑
誌
社
実
施
）」で
2
年
連
続
北

陸
エ
リ
ア
1
位
に
な
る
な
ど
、外
部
評
価
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

○
応
援
市
民
登
録
者
数

平
成
29
年
12
月
末
：
4
0
3
人

市
外
に
住
み
な
が
ら
市
民
と
と
も
に
南
砺
市

の
地
域
づ
く
り
を
担
う
応
援
市
民
の
登
録
者
が

4
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
。大
学
生
に
よ
る
地
域

課
題
の
解
決
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

な
ど
、応
援
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
婚
活
支
援
事
業

　
　
市
内
在
住
成
婚
カ
ッ
プ
ル
数

　
平
成
29
年
12
月
末
で
92
組

　�

（
事
業
開
始
か
ら
の
累
計
）

　
総
合
戦
略
で
も
重
点
的
に
事
業
に

取
組
み
、会
員
成
婚
者
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
成
婚
カ
ッ
プ
ル
か
ら
生
ま
れ
た
こ
ど
も

の
数
も
50
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

○
女
性
起
業
塾
参
加
者
数

　
平
成
29
年
度
参
加
者
：
31
人

　「
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
、見
つ
か
る

環
境
づ
く
り
」を
目
的
に「
女
性
起
業

塾
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
修
了
生
か
ら
の
新
た
な
事
業
創
出
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

総
合
戦
略
の
指
標
を
み
る
こ
と
で
、計

画
の
進
捗
状
況
、成
果
を
測
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。直
近
の
指
標
は
、市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

で�

総
合
戦
略

　成
果

 

と
検
索
し
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　地
方
創
生
推
進
課

　☎

2
0
0
2

▽
集
計
結
果
か
ら

子
育
て
支
援
の
取
組
と
し
て
、出

産
時
の
経
済
的
支
援（
出
産
祝
金
）

や
ノ
ー
残
業
デ
ー
な
ど
に
よ
る
残
業

時
間
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

者
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
で
は
学
校
休
業
日
や

放
課
後
に
職
場
へ
子
ど
も
を
連
れ

て
く
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
臨
機

応
変
な
取
組
、大
企
業
で
は
新
し
い

勤
務
制
度
の
導
入
検
討
な
ど
、
働

き
方
改
革
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

や
制
度
整
備
を
進
め
る
な
ど
、子
育

て
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
向
け
た

様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

表
彰
企
業
の
取
組
紹
介

《
安
達
建
設
株
式
会
社
》

早
く
か
ら
子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、国
や
県
か

ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
業
務
内
容
の
変

更
や
出
勤
時
間
緩
和
な
ど
柔
軟
に

勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
日
本
ソ
フ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
》

法
定
以
上
の
充
実
し
た
休
暇
制
度
な
ど
を

整
備
し
、育
児
休
業
復
帰
後
の
新
た
な
働
き

方
と
し
て
短
時
間
正
社
員
制
度
の
採
用
や
育

児
休
業
中
も
課
内
会
議
資
料
な
ど
が
確
認

で
き
る
ウ
ェ
ブ
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
株
式
会
社
北
陸
銀
行
城
端
支
店
》

全
行
的
に
法
定
以
上
の
休
暇
制
度
、き
め

細
や
か
な
研
修
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

業
務
時
間
削
減
に
向
け
た
取
組
も
多
様
で

あ
り
、支
店
と
し
て
も
必
要
に
応
じ
て
柔
軟

な
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

応
援
企
業（
五
十
音
順
、○
が
表
彰
企
業
）

○
安
達
建
設
㈱
、コ
マ
ツ
N
T
C
㈱
、

三
協
立
山
㈱
、㈱
富
山
第
一
銀
行
、○
日

本
ソ
フ
テ
ッ
ク
㈱
、㈱
北
陸
銀
行
井
波
支

店
、
○
㈱
北
陸
銀
行
城
端
支
店
、
㈱
北

陸
銀
行
福
野
支
店
、㈱
北
陸
銀
行
福
光

支
店
、丸
長
建
設
㈱
、雅
環
境
造
形
、㈱

山
秀
木
材
、山
本
塗
装
、㈱
米
倉
組
、米

澤
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係

　☎

2
0
1
0

市
で
は
、社
会
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
意
識
を
盛
り
上

げ
、子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
な
ん
と
！
や
さ

し
い
子
育
て
応
援
企
業
」
認
定
制
度
を
設
け
、子
育
て
と
仕
事

を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
募
集
し
ま
し

た
。応
募
事
業
者
の
回
答
な
ど
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
や
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
方
創
生
３
年
目
の
今 

②

今
回
は
、
南
砺
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
創
生
総
合
戦
略

（
総
合
戦
略
）に
よ
る
具
体
的
な
取
組
と
そ
の
成
果
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
ん
と
！
や
さ
し
い
子
育
て
応
援
企
業

15
社
を
認
定
、3
社
を
表
彰
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（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成28年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ/Ａ

��（参考）
27年度の人件費率

28年度 52,242人 37,101,739千円 1,593,197千円 4,392,621千円 11.8％ 12.2％

（注）人件費とは、総務省財政状況調査における統計上の数値であり、職員に係る全ての経費を含んでいるものではありません。	

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）       

区　　分 職員数Ａ
給与費 一人当たり

給与費�B/A給　�料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ
28年度 553人 1,965,331千円 244,424千円 749,478千円 2,959,233千円 5,351千円

（注）　１　職員手当には退職手当を含みません。　２　職員数は、28年4月1日現在の人数です。

（３）平均給料月額・平均年齢
区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

（注）	給与とは、給料（基本給）に諸手当（通勤手当、
時間外勤務手当など）を加えたものです。

一般行政職 320,756円 363,754円 43.6歳
技能労務職 288,141円 300,350円 52.3歳

人事行政の運営状況などを公表します　
　人事行政の運営における公正性・透明性を高めるため、職員の給与・諸手当・職員数などの	
実態を公表します。

（１）採用の状況 （単位：人）

区分 職区分 人数

市
長
部
局
等

一般行政職等 20 
福祉職(保育士等） 12 
保健師 1 
技能労務職 0 

小計 33 

病

　院

一般行政職等 0 
医師 5 
看護師 16 
医療技術職 1 
技能労務職 0 

小計 22 
計 55 

（２）退職の状況 （単位：人）

区分 職区分 28年度中 27年度中

市
長
部
局
等

定年退職 21 20 
勧奨退職 5 7 
その他（自己都合など） 9 15 

小　　計 35 42 

病
院

定年退職 7 2 
勧奨退職 0 2 
その他（自己都合など） 20 23 

小　　計 27 27 
計 62 69 

  １．職員の任免及び職員数に関する状況 （平成29年4月1日現在）　

  2．職員の給与の状況

（３）職員数の状況 （単位：人）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成29年 平成28年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

総務企画 114 116 △　2 退職者の不補充による減
税　 務 22 22 0
民　 生 216 212 4 保育士の増員（育児休業等対応）
衛 生 30 31 △　1
商 工 15 14 1
労 働 1 1 0
農林水産 34 36 △　2 退職者の不補充による減
土 木 38 38 0
議 会 6 6 0

小 計 476 476 0
教 育 部 門 76 77 △　1
合 計 552 553 △　1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 12 12 0
下 水 道 7 7 0
病 院 415 410 5 看護部門の強化
介 護 25 31 △　6 訪問看護業務の減
国 保 24 25 △　1
そ の 他 11 13 △　2 退職者の不補充による減
小 　 計 494 498 △　4

合 計 1,046 1,051 △　5 住民基本台帳人口（H29.3.31)
1万人当たり職員数200人
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